
- 1 - 

 

 

令和３年度 

 

事 業 概 要 
 

 
 

 

 

宮城県さわらび学園 
 

 



- 1 - 

 

目  次 

 

第１ 施設の概要 

 １  施設の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ２  所在地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ３  施設の概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ４  沿 革・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ５  組 織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

第２ 運営理念・運営方針 

 １  運営理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 ２  運営方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 ３  重点事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

第３ 自立支援プログラム 

    自立支援プログラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

第４ 自立支援活動 

 １  生活日課・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 ２  生活支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

３  年長児童の生活支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

４  学習支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

５  作業支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

６  スポーツ支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

７  性教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

８  心理支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

９  家族支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

１０  給 食・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

１１  防災・避難訓練・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

第５ 年間学園行事 

   年間行事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

第６ 在園児童の状況 

 １  月別在籍児童数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 ２  月別在籍年長児童数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 ３  在籍児童措置事由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 ４  在籍児童家族構成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 ５  在籍児童入所経路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

６  発達障害等，被虐待児童数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 



- 2 - 

 

 ７  被虐待児童数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 ８  月別入所児童数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

９  入所児童措置事由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 １０ 入所児童家族構成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 １１ 入所児童入所経路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 １２ 月別退所児童数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

１３ 退所児童退所先・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

１４ 退所児童平均在園期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 

第７ 苦情・要望処理制度 

 １  苦情・要望処理について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

 ２  自立支援向上委員説明会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

 ３  自立支援向上委員と児童との面接・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

 

第８ いじめアンケート 

いじめアンケート実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

 

第９ 個別指導 

 １  個別指導について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

 ２  懲戒処分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

 

第１０ 各会議等 

 １  定例職員会議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 ２  合同職員会議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 ３  合同運営委員会／定例生活指導委員会・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 ４  臨時生活指導委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 ５  生活指導委員会応援会議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 ６  生活指導委員会安全部会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 

第１１ 職員研修・施設見学等 

１  職員研修実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

 ２  施設見学・研修受け入れ状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ 

 

第１２ ボランティア関係 

    ボランティアについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５ 

 

第１３ 実習生 

     実習生について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６



- 1 - 

 

第１ 施設の概要 

 

１ 施設の目的 

  不良行為をなし，又はなすおそれのある児童及び家庭環境その他の環境上の理由によ

り生活指導等を要する児童を入所させ，又は保護者のもとから通わせて，個々の児童の状

況に応じて必要な指導を行い，その自立を支援し，あわせて退所した者について相談その

他の援助を行うことを目的とする（児童福祉法第４４条）。 

 

 

２ 所在地 

  宮城県さわらび学園 

  宮城県仙台市太白区旗立二丁目４番１号 

  電 話 番 号 ０２２―２４５―０３３３ 

  ファックス ０２２―２４５―０５１５ 

  E-mail  sawarb@pref.miyagi.lg.jp 

   http://   www.pref.miyagi.jp/soshiki/sawarabi/ 

 

 

３ 施設の概況 

(１)主な施設 本館（事務室 分教室等），男子寮（広瀬寮，青葉寮）女子寮（すみれ寮） 

        給食棟，体育館，プール，宿泊訓練棟 

(２)定 員  ２８名（男子２０名 女子８名） 

(３)勤務体制 交替勤務制：平常勤務 8:30～17：15 ：通し勤務 8:30～翌 9:00 

      遅番勤務 12:00～20:45 

(４)宿直体制 各寮に正職員１名，会計年度任用職員（宿直業務嘱託員）１名で対応 

(５)教育体制 分教室制（公教育） 

 

 

４ 沿 革 

明治４２年５月    仙台市鹿の子清水通りに感化法による「感化院修養学園」を開設 

明治４３年９月    名取郡長町字越路に移転（定員１０名） 

昭和９年１０月    少年教護法施行により「少年教護院」と改正（定員１５名） 

昭和２３年４月     児童福祉法施行により児童福祉施設「教護院」と改正 

（定員３４名） 

昭和３９年４月    現在地に移転。「宮城県さわらび学園」と改称（定員７０名） 

            夫婦小舎制から交替勤務制に変更 

昭和４８年４月    仙台市立上野山小学校・西多賀中学校の旗立分教室開設 

mailto:sawarb@pref.miyagi.lg.jp
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sawarabi/
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昭和５６年４月    県条例改正（定員５０名） 

昭和６０年４月    仙台市立人来田小学校・中学校旗立分教室に移管・移籍される 

平成元年４月      仙台市（政令指定都市）の受託施設となる 

平成７年４月     改築工事起工 

平成１０年３月     改築工事竣工 

      ４月    児童福祉法改正により「児童自立支援施設」と改正 

平成１４年４月    男子二寮，女子一寮の三寮体制となる 

平成２１年４月    常勤心理職１名が配置される 

平成２１年１０月   学園１００周年記念式典が行われる 

平成２２年４月    家族支援担当が配置される 

平成２３年３月１１日 東日本大震災発生 

平成２９年３月    県条例改正（定員２８名） 

 

 

５ 組織 

 

（１）さわらび学園 

             庶務担当３名 

     副参事兼 

 園長   副園長             広瀬寮長―男性職員４名 女性職員１名  

                      

                      青葉寮長―男性職員４名 女性職員１名 

             （２３名）     

             指導班：班 長  すみれ寮長―男性職員２名 女性職員５名 

                       

                      心理職２名（内１名は兼務） 

 

                      家族支援担当１名 

 

精神科医（兼務）１名 

 

      会計年度任用職員等：栄養士１名，調理員４名，内科医１名，運転技師１名 

                宿直１７名（男子９名，女子８名） 

※令和３年４月１日現在 
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（２）仙台市立人来田小・中学校旗立分教室（常駐７名） 

 中学校教頭１名 中学校教諭５名 小学校教諭１名 非常勤講師１名 

 スクールカウンセラー１名 さわやか相談員１名 

 

第２ 運営理念・運営方針 

 

１ 運営理念 

（１）社会において，非行等の問題行動あるいは環境不適応を起こしている児童を家庭に代

わり預かり，特別の保護及び教育あるいは心理的・精神医学的な治療などにより一日

も早い社会への復帰を目指す。 

（２）児童の心を癒し自立を支援するため，職員と児童が共に学び，共に働き，共に汗して

生活を共有するとともに学園倫理綱領に基づき児童の権利擁護に努め，「児童の最善

の利益」を追求する。 

（３）児童の自立と健全な社会適応力を高めることに努めるとともに，社会のニーズに応え

得る機能を持った施設運営にあたるため，開かれた学園運営に努める。 

 

 

２ 運営方針 

（１）学園は，児童に安全安心な生活環境を提供するとともに，個々の児童の問題点を把握

し，児童と職員がともに生活をしながら，指導・援助を行う。 

（２）学園は，児童の自立のため地域社会，関係機関と連携し支援するとともに，児童と家

族との関係の再構築を図るための支援を行う。 

（３）施設は社会資源の１つであるとの認識に立ち，学園の地域開放及び地域交流を積極的

に行う。 

（４）学園は，職場内会議，研修会を定例的に開催するほか，外部での各種研修会・学会・

研究会等へ積極的に参加し，児童処遇の向上及び職員の資質向上に努める。 

（５）学園は，自ら処遇及び支援の質の点検・評価を行い，常にその向上のための改善に努

める。 

 

 

３  重点事項 

（１） 児童の権利擁護 

学園入所児童権利擁護指針に基づき，苦情解決制度の適切な運用を図り，第三者機

関である「自立支援向上委員」による学園運営の外部チェックを確実に行う。また，

「第三者評価（自己評価を含む）」や「自己点検シート」の結果を基にしながら，よ

り良い児童処遇及び支援の質（特に生活の質）の向上を目指すとともに，入所児童の

権利擁護に努める。 
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（２） 集団生活の安定性を土台とした個別支援の充実 

入所児童が学園を通して様々な活動や経験を通しながら，安定した児童集団を構築

し，暴言・暴力に訴えることなく言語化することや適切な感情表現ができるように対

処法を児童と共有しながら健全な成長を育む。暴力行為については，学園として組織

的な対応を取り，ルールや規律を守ることを徹底することで，児童集団の安定を図

る。 

良質な集団を構築した中で，児童の特性を尊重し，理解し，おのおのが自分自身の

課題を自覚しながら，課題改善に向けた意欲を育めるよう，心理士等による専門的な

評価を踏まえた指導方法の工夫や，医療機関等の活用を積極的に行う。 

（３）職員の専門性の向上 

児童の参画を得た具体的・実践的な自立支援計画を策定の上，分教室，心理士，家

族支援担当者と連携の強化に努める。また，園内研修の充実を図るとともに，園外研

修にも積極的に参加し，専門性の向上を図る。 

（４） 関係機関との連携強化 

種々の分野の機関と連携を図るとともに，児童相談所，警察署，家庭裁判所，少年

鑑別所，原籍校，市町村要保護児童地域対策協議会など地域での支援に係るネットワ

ークを構築し，園内処遇から退園後の事後指導までの支援の充実を図る。 

また，発達障害等を抱える児童に対しては，医療的なアプローチを必要とする児童

も多く，今後，医療機関とのタイムリーな連携体制を構築し，医療的な支援を含めた

多面的な支援内容を確立していくことを目指していく。 
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第３ 自立支援プログラム 
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る
(対

人
関

係
）

○
自

分
の

行
動

を
振

り
か

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
（内

省
）

○
気

持
ち

を
素

直
に

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

（感
情

面
）

○
挨

拶
、

返
事

が
で

き
、

丁
寧

な
言

葉
使

い
が

使
え

る
。

身
だ

し
な

み
を

整
え

る
（礼

儀
）

○
親

と
向

き
合

え
る

よ
う

に
な

る
（親

子
関

係
）

○
日

課
に

沿
っ

て
、

ル
ー

ル
を

守
っ

た
生

活
が

で
き

る
（生

活
習

慣
）

○
心

身
の

健
康

を
管

理
で

き
る

（健
康

）
○

子
ど

も
同

士
仲

良
く

生
活

で
き

る
（対

人
関

係
）

○
職

員
の

指
示

を
理

解
を

示
し

、
素

直
な

行
動

が
出

来
る

（対
人

関
係

）
○

不
安

や
困

り
ご

と
に

つ
い

て
職

員
に

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

相
談

で
き

る
（意

志
表

明
）

○
自

分
の

意
志

を
相

手
に

き
ち

ん
と

伝
え

ら
れ

る
（意

志
表

明
）

○
行

動
の

振
り

返
り

が
で

き
、

同
じ

過
ち

を
し

な
い

。
（内

省
）

○
怒

り
や

衝
動

等
の

感
情

を
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

し
逸

脱
行

動
は

概
ね

な
く

な
る

（社
会

規
範

／
感

情
面

）
○

親
子

で
本

音
で

話
し

合
う

こ
と

が
で

き
る

（親
子

関
係

）
○

自
身

の
生

い
立

ち
や

境
遇

を
振

り
返

り
、

将
来

に
向

け
た

生
活

目
標

を
設

定
で

き
る

（自
己

実
現

）

○
自

分
の

役
割

(係
)を

理
解

し
、

自
主

的
な

生
活

が
で

き
る

（生
活

習
慣

）
○

他
者

を
尊

重
し

た
生

活
が

で
き

る
（対

人
関

係
）

○
怒

り
や

衝
動

等
の

感
情

を
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

で
き

、
逸

脱
行

動
は

な
く

な
る

（社
会

規
範

／
感

情
面

）
○

親
の

考
え

が
理

解
で

き
、

自
身

の
行

動
を

柔
軟

に
対

応
出

来
る

（親
子

関
係

）
○

将
来

に
向

け
た

目
標

設
定

に
基

づ
い

た
進

路
決

定
を

行
い

、
実

現
に

向
け

努
力

す
る

こ
と

が
で

き
る

（自
己

実
現

）
○

原
籍

校
等

と
良

好
な

関
係

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
（原

籍
校

関
係

）
○

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、
生

活
マ

ナ
ー

習
得

（自
立

）

○
逸

脱
行

動
（非

行
）の

な
い

生
活

が
で

き
る

○
家

庭
・学

校
・職

場
で

、
常

態
の

生
活

が
で

き
る

○
児

相
、

地
域

、
学

園
に

よ
る

役
割

分
担

○
児

童
の

課
題

改
善

・寮
生

活
で

指
導

（Ｇ
Ｗ

な
ど

）
・課

題
整

理
プ

ロ
グ

ラ
ム

（退
園

に
向

け
た

課
題

整
理

：2
～

3日
の

個
別

指
導

）
・分

教
～

原
籍

校
と

の
情

報
交

換
○

家
族

の
課

題
改

善
・毎

月
の

面
会

（指
導

状
況

説
明

）
・一

時
帰

省
○

応
援

会
議

・課
題

へ
の

取
り

組
み

評
価

、
励

ま
し

○
児

相
と

の
連

携
・進

路
（退

園
）検

討
＊

課
題

整
理

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
児

童
の

課
題

の
再

確
認

等
を

目
的

と
し

た
個

別
指

導

○
児

童
の

課
題

改
善

・退
園

ア
ン

ケ
ー

ト
（振

り
返

り
）

○
退

園
準

備
（家

族
支

援
担

当
）

・退
園

後
の

生
活

設
計

（携
帯

等
）

・自
己

課
題

対
応

SS
T

○
家

族
の

課
題

改
善

・家
族

課
題

の
確

認
・親

子
関

係
の

確
認

（ゲ
ス

ト
ハ

ウ
ス

）
・一

時
帰

省
（親

子
関

係
、

地
域

関
係

確
認

）
○

応
援

会
議

（親
子

）
・成

長
、

変
化

の
評

価
、

将
来

目
標

へ
の

励
ま

し
○

児
相

と
の

連
携

・六
者

（児
童

、
保

護
者

、
原

籍
校

、
児

相
、

学
園

、
分

教
）会

議
を

行
い

、
家

庭
復

帰
の

準
備

を
行

う
・地

域
連

携
（要

対
協

）
○

自
立

支
援

計
画

表
の

見
直

し
（概

ね
12

ヶ
月

目
）

○
事

後
指

導
（家

族
支

援
担

当
）

・定
期

連
絡

・家
庭

（学
校

）訪
問

・シ
ョ
ー

ト
ス

テ
ィ

等

○
児

童
の

課
題

改
善

・原
籍

校
と

の
連

携

・学
園

で
の

生
活

目
標

の
設

定
・送

り
た

い
地

域
生

活
目

標
「私

の
目

標
は

こ
れ

だ
」の

設
定

/自
己

課
題

解
決

目
標

の
設

定
・評

価
･自

分
の

将
来

像
の

設
定

・自
己

の
生

活
目

標
の

修
正

（現
実

対
応

）
・自

立
支

援
計

画
票

・自
立

支
援

効
果

表
・心

理
検

査

・自
立

支
援

計
画

票
・自

立
支

援
効

果
表

（外
出

許
可

証
認

定
会

）
・心

理
検

査

・自
立

支
援

計
画

票
・自

立
支

援
効

果
表

（外
出

許
可

証
認

定
会

）
・心

理
検

査

・自
立

支
援

計
画

票
・自

立
支

援
効

果
表

（外
出

許
可

証
認

定
会

）
・心

理
検

査

・訪
問

、
面

接
等

に
よ

る
評

価
・課

題
の

再
認

識

･学
力

の
把

握
･基

礎
学

力
の

定
着

・基
礎

学
力

の
定

着
・学

習
意

欲
の

向
上

主
要

業
務

○
「児

童
自

立
支

援
計

画
」の

作
成

（具
体

的
支

援
目

標
及

び
方

法
等

）
○

家
庭

環
境

調
査

（家
庭

訪
問

）
○

応
援

会
議

（児
童

、
保

護
者

）
○

４
者

協
議

（処
遇

の
見

通
し

説
明

）

○
「児

童
自

立
支

援
計

画
」の

見
直

し
（再

評
価

）
○

応
援

会
議

（児
童

、
保

護
者

）
○

「児
童

自
立

支
援

計
画

」の
見

直
し

（再
評

価
）、

退
所

時
期

の
検

討
○

受
入

れ
調

査
（家

庭
・学

校
等

）
○

応
援

会
議

（児
童

、
保

護
者

）

○
退

所
時

期
の

確
定

○
進

路
決

定
(分

教
室

と
連

携
)

○
4者

協
議

（処
遇

の
見

通
し

説
明

）
○

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

計
画

票
作

成

・原
籍

校
、

進
学

・就
職

先
と

の
連

携

○
児

童
の

課
題

整
理

・非
行

事
実

の
確

認
・入

所
事

由
(課

題
)の

確
認

・家
族

へ
の

想
い

、
将

来
の

希
望

・性
課

題
の

確
認

○
家

族
の

課
題

整
理

・入
所

事
由

の
確

認
（非

行
事

実
、

児
相

の
説

明
）

・問
題

行
動

の
背

景
（児

童
の

問
題

、
家

族
の

問
題

）
○

応
援

会
議

（入
所

後
1ヶ

月
）

・児
童

、
保

護
者

へ
の

励
ま

し
、

課
題

の
再

確
認

○
自

立
支

援
計

画
の

策
定

（２
ヶ

月
目

の
初

回
カ

ン
フ

ァ
）。

４
者

（原
籍

、
児

相
、

学
園

、
分

教
）同

席
し

「課
題

と
見

通
し

」を
確

認
し

、
児

童
と

保
護

者
へ

説
明

○
児

童
の

課
題

改
善

・寮
生

活
で

指
導

（Ｇ
Ｗ

、
課

題
整

理
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
・作

業
指

導
、

ス
ポ

ー
ツ

、
学

習
・分

教
室

○
家

族
の

課
題

改
善

・毎
月

の
面

会
（状

況
説

明
）

・家
族

課
題

の
確

認
○

応
援

会
議

・課
題

へ
の

取
り

組
み

評
価

、
励

ま
し

○
児

相
と

の
連

携
・状

況
報

告
書

（協
力

依
頼

）
○

自
立

支
援

計
画

表
の

見
直

し
（概

ね
7ヶ

月
目

）

＊
課

題
整

理
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

児
童

の
課

題
の

再
確

認
等

を
目

的
と

し
た

個
別

指
導

○
担

当
面

接
等

に
よ

る
個

別
指

導
○

生
活

指
導

委
員

会
で

の
各

種
制

限
（登

校
制

限
を

含
む

）を
伴

う
個

別
指

導
、

懲
戒

処
分

に
よ

る
外

出
・帰

省
等

の
制

限
○

安
全

部
会

に
よ

る
調

査
、

助
言

等
○

逸
脱

行
動

の
場

合
は

、
家

庭
、

児
相

等
へ

の
連

絡

○
関

係
機

関
と

の
連

携
○

再
入

園
(入

所
又

は
通

所
)

･進
路

（復
学

、
進

学
、

就
職

）準
備

○
医

学
的

、
心

理
学

的
所

見
の

確
認

○
児

童
の

課
題

、
非

行
事

実
確

認
等

○
心

理
学

的
個

別
・集

団
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
○

状
況

報
告

書
へ

の
医

学
的

、
心

理
学

的
所

見
記

入

○
支

援
計

画
票

作
成

助
言

等
○

心
理

学
的

個
別

・集
団

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

○
状

況
報

告
書

へ
の

医
学

的
、

心
理

学
的

所
見

記
入

○
支

援
計

画
票

作
成

助
言

等
○

心
理

学
的

個
別

・集
団

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

○
状

況
報

告
書

へ
の

医
学

的
、

心
理

学
的

所
見

記
入

○
支

援
計

画
票

作
成

助
言

等
○

心
理

学
的

個
別

・集
団

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

○
状

況
報

告
書

へ
の

医
学

的
、

心
理

学
的

所
見

記
入
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第４ 自立支援活動 

１ 生活日課 

時  刻 活    動    内    容 

7:00～ 7:20  起床・洗面 

7:20～ 7:40 点呼・清掃 

7:40～ 8:30 朝食・自由時間（登校準備） 

8:30～ 8:40 点呼・ラジオ体操・朝会（月曜日は講話，金曜日は学園歌斉唱） 

8:40～ 15:10 在学児童(月～金) 年長児童(月～金) 休業日 

8:40～15:10 

8:40 登校・朝の会 

8:50 朝自習・授業準備 

9:05～     1 時限 

 2 時限 

 3 時限 

～12:25 4 時限 

12:35 清掃・学活 

12:50 帰寮・昼食・昼休

み 

 

13:40 学園・分教室合同 

カリキュラム 

（5・6 校時） 

15:10 下校 

8:40 年長児日課準備 

8:55 朝自習・授業準備 

9:05 年長児学習 

 

 

 

12:15 終了 

12:45 帰寮・昼食・昼休

み 

 

13:40 年長児 

    カリキュラム 

 

15:10 終了 

9:00～ 9:50 

 自習・漢字テスト 

10:00 ～11:30  

作業等 

 

 

12:15～13:25  

昼食・自由時間 

13:30 

スポーツ等 

 

 

15:00 終了 

15:10～15:30 おやつ 

15:30～16:50 軽作業・自由時間（洗濯・身の回りの整理等） 

16:50～17:10 清掃 

17:10～18:00 自習 

18:10～18:40 夕食 

18:40～19:00 食後の後片付け 

19:00～20:30 入浴・自由時間（夜食） 

20:30～20:50 清掃・就床準備 

20:50～21:30 点呼・自由時間（居室で読書・課題学習等） 

21:30～ 就床・消灯・睡眠 

 

 

のんびりサンデー 

（毎月第 2 及び最終日曜日） 

作業・スポーツを無くし

て寮単位の活動や静養時

間を設け，日ごろの身体や

心をリフレッシュする日

としている。 
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２ 生活支援 

入所児童の多くが，複雑で困難な環境下で育ってきたため，安心感，信頼感が欠如し，

大人への不信感が根強く，自己肯定感に乏しい。このため，学園では安心，安全な生活環

境を基盤としながら，基本的生活習慣を身につけられるよう支援を行う。さらに，児童寮

での集団生活を通して，児童と職員の信頼関係を築き，児童同士の関係がうまくとれるよ

う調整しながら，情緒の安定，対人関係の正常化，社会性の育成を図り，規則正しい生活

を繰り返すことによって，自己コントロールする力を育んでいく。 

また，入所児童の特徴をしっかりと把握し，力で従わせるのではなく，児童のよくなろ

うとする心，変化を求める心に気付かせ，児童の自己改善に向けた取り組みを支援する。

さらに，学園の共同生活の中で好ましい児童集団を維持しながら，児童の健全な社会適応

力を高める指導，支援を行うものとする。児童の生活の基盤となる寮においては，寮ごと

の目標，児童の個別目標を設定し，定期に目標の自己評価を行うものとする。 

 

 

３ 年長児童の生活支援（※年長児童とは義務教育を終えた児童） 

 （１）目的 

    ①高校受験，就職に向けた基礎学力の向上 

    ②作業活動，実務的活動を通して，就労に必要な集中力，忍耐力を養う 

    ③文化的活動，趣味的活動を通して，教養の幅を広げ，退園後の生活を豊かにす

る力を養う 

    ④環境整備，行事の裏方準備に取り組む中で，学園の活動の中心的存在としての

意識を持たせ，自信をつける 

 （２）対象児童 

    男児４名（いずれも年度途中で退園） 

    ＊新型コロナウイルス感染拡大を受け，高校が休校となったことで年長児として

対応した。 

 （３）実績と効果 

    ①教養科目や作業活動を中心としたカリキュラムを作成。 

    ②パソコンを用いた授業を展開。 

    ③行事として太白山への遠足を実施。 

    ④年長児日課の最終日には，これまでの活動を通して学んだこと等を職員の前で

発表した。台本はワードで作成した。 

     上記活動実績により，基礎学力の向上，就労に必要な集中力や忍耐力の獲

得，対人関係の築き方を学び，社会参加の実感が沸く等，社会性の向上に繋が

った。 
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４ 学習支援 

【分教室の取り組み】 

学園への入所児童の多くが学習の積み重ねが不十分で，学業不振の状態にあることか

ら，分教室では児童の学力のレベルに合わせた学習支援を行っており，国，数，英は習熟

度別，社，理は学年別，体育，みのり（陶芸）等の実技教科は全学年で実施した。 

 

【分教室カリキュラム】 

  月 火 水 木 金 

  小学 中学 小学 中学 小学 中学 小学 中学 小学 中学 

朝 

自習 
国語 国語 算数 英語 国語 数学 算数 英語 国語 数学 

１ 国語 数学 算数 国語 国語 英語 算数 国語 国語 数学 

２ 算数 国語 理科 英語 算数 
理科 

社会 
国語 数学 社会 

社会 

理科 

３ 理科 英語 国語 
社会 

理科 
社会 

社会 

理科 
理科 英語 算数 

理科 

社会 

４ 学活 学活 社会 
理科 

社会 
外国語 数学 道徳 道徳 音楽 音楽 

５ 
寮作業 合同体育 家庭 

技術 

家庭 

図画工作 

合同体育 

美 術 

合同体育 
生産活動 

６ 

 

（１）進路担当者会 

令和２年１１月に原籍校，児童相談所，学園，分教室で当該児童に係る進路につい

ての確認・情報交換会を実施した。 

（２）関係教育委員会及び原籍校長連絡会 

令和２年１１月に関係教育委員会，原籍校長，学園，分教室で学籍の取り扱いにつ

いて説明会を実施した。 

 

【学園内の学習支援】 

 学園においては，学習の核を年３回（下記日程参照）の漢字検定におき，日々の学

習でも学習プリントを配布し取り組ませている。また，進路選択の材料として希望が

あれば，みやぎ模試の受験も行わせている。 

  漢字検定実績：令和２年７月１０日，令和２年１１月６日，令和３年２月１２日 
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５ 作業支援 

令和２年度のさわらび学園作業指導の目標については下記の通りである。 

【指導目標】 

「生活の場」である学園の環境整備，農作業等一生懸命に行うことで，一体感・達成感・ 

忍耐力の向上を目指す。 

令和２年度より寮作業に係る表彰（作業賞）を導入し，計８回実施。児童の作業意欲に大き

く貢献した。 

 

【実績】 

 

 

６ スポーツ支援 

児童が野球（男子）やバドミントン（女子）や水泳，走り込みを通し，心身を鍛え，競

い合い，互いに励まし合うことによって，強い精神力とチームワークを養うとともに，児

童福祉の増進を図ることを目的とする。 

基本的に，スポーツ活動の場合は土曜・日曜・祝日の午後に１時間３０分程度の練習を

季  節 作業内容 収穫物 

春季 

畑作業，花壇整備 

園内除草作業，グランド除草 

プール清掃 

食堂清掃 

スナックエンドウ，ニンニク 

 

 

夏季 

畑作業，花壇整備 

グランド除草，園内除草作業 

食堂清掃 

プール後片付け 

タマネギ，じゃがいも，ニン

ジン，ミニトマト，きゅうり，

ナス，とうもろこし，枝豆，

にんじん，アスパラ，オクラ，

ゴーヤ 

 

秋季 

畑作業，花壇整備，落ち葉掃き 

園内除草作業，学園祭準備 

食堂清掃 

果樹園整備 

収穫祭（芋煮作り） 

サツマイモ，ごぼう，里芋， 

落花生 

 

冬季 

畑作業，花壇整備 

食堂清掃 

除雪 

卒業式準備 

白菜，大根，カブ 
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行っている。スポーツを通して体を動かすだけでなく，ミーティングや面接を通して活動

の振り返りを行っている。 

今年度は，新型コロナウイルス感染拡大の影響から，園外活動や大会が中止になってい

る。代替として園内試合等を行い，児童の練習成果を発揮する場面をもうけている。 

 

【令和２年度事業実績（男子）】 

月 実施内容 実施場所 

４月 （土・日・祝）野球練習 

（火・木）合同体育 

・野球部新チーム始動ミーティング 

学園グラウンド 

学園グラウンド 

５月 （土・日・祝）野球練習 

（火・木）合同体育 

学園グラウンド 

学園グラウンド 

６月 （土・日・祝）野球練習 

（火・木）合同体育 

・東北北海道地区少年野球大会（北海道） 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

学園グラウンド 

学園グラウンド 

 

７月 （土・日・祝）野球練習 

（火・木）合同体育 

・練習試合（対学園職員） 

・野球試合（対学園職員） 

 ＊雨天中止 

・プール活動開始 

学園グラウンド 

学園プール 

鈎取球場 

宮城広瀬球場 

 

８月 （土・日・祝）野球練習，プール活動 

（火・木）合同体育 

・他県児童自立支援施設との野球試合 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

・地区大会代替の野球試合（対学園職員） 

・プール活動終了 

学園グラウンド 

学園グラウンド 

学園プール 

 

名取市民球場 

９月 （土・日・祝）野球練習 

（火・木）合同体育 

・FAS カップ（福島県） 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

・FAS カップ代替の野球試合 

（対近隣中学校野球部） 

学園グラウンド 

学園グラウンド 

 

 

学園グラウンド 

１０月 （土・日・祝）野球練習 学園グラウンド 

１１月 （土・日）野球練習・走り込み 学園グラウンド 
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・野球部紅白戦，年納め試合 学園グラウンド 

１２月 （土・日・祝）走り込み練習・野球基礎練習 学園グラウンド 

１月 （土・日）走り込み・野球練習 

・新春スポーツ大会 

学園 

学園体育館・グラウンド 

２月 （土・日）野球練習 学園体育館・グラウンド 

３月 （土・日・祝）野球練習 

・新チームミーティング 

学園体育館・グラウンド 

 

【令和２年度事業実績（女子）】 

月 実施内容 実施場所 

４月 （土・日・祝）バドミントン練習 体育館 

５月 （土・日・祝）バドミントン練習 体育館 

６月 （土・日・祝）バドミントン練習 

・中総体地区大会 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

体育館 

 

７月 ・プール活動開始 

・女子入所児童，野球部活動へ体験参加 

学園プール 

８月 プール活動・バドミントン練習 

３０日：プール納め 

・男子スポーツ活動に合流 

学園プール，体育館 

９月 （土・日・祝）野球練習 

（火・木）合同体育 

・FAS カップ（福島県） 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

・FAS カップ代替の野球試合 

（対近隣中学校野球部） 

学園グラウンド 

学園グラウンド 

 

 

学園グラウンド 

１０月 （土・日・祝）野球練習 学園グラウンド 

１１月 （土・日）野球練習・走り込み 

・野球部紅白戦，年納め試合 

学園グラウンド 

学園グラウンド 

１２月 （土・日・祝）走り込み練習・野球基礎練習 学園グラウンド 

１月 （土・日）走り込み・野球練習 

・新春スポーツ大会 

学園 

学園体育館・グラウンド 

２月 （土・日）野球練習 学園体育館・グラウンド 

３月 （土・日・祝）野球練習 学園体育館・グラウンド 
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・新チームミーティング 

 

 

７ 性教育 

学園の性教育では，正しい性知識を教えることにより，性加害・被害を未然に防止するこ

とを目的としています。男子寮では平成２５年度から，女子寮では平成２３年度から性教育

に取り組み，必要な支援として定着しています。平成２８年度から，安定した性教育の実施

を図るため，積極的に外部講師の活用を図っています。 

 内 容 

７月 性教育オリエンテーション※各寮で実施 

７月１４日 第１回 性教育「年齢に応じた性教育」＊学年別に実施 

８月３日 第２回 性教育「男女の適切な付き合い方」※男女合同で実施 

８月３１日 第３回 性教育「いじめ防止のための人権講座」（外部講師） 

９～１０月 第４回 性教育「性のマナー・性発達の個人差」※寮毎に実施 

９月２８日 第５回 性教育「人と自分への思いやり」（外部講師）＊男女別で実施 

１０月７日 第６回 性教育「命の授業」（外部講師）※男女合同で実施 

１１月９日 第７回 性教育「保健所訪問」（外部講師）※男女合同で実施 

１２月４日 第８回 性教育「防犯学習」（外部講師）※男女別で実施 

 

 

８ 心理支援 

（１）活動実績（令和２年４月～令和３年３月末） 

心理療法 心理検査 
生活場面 

面接 

寮会議 

の出席 

関係機関 

との連携 

援助方針会議 

の出席 

グループ

ワーク 
その他 

合計 

（回） 

９８ １７ １２ １４６ ２０ ５０ ８ ６０ ４１１ 

 

補足：項目について 

＊心理療法－定期的な心理面接・個別指導にかかる心理面接・課題整理にかかる心理面接・

新入児童の心理面接 

＊関係機関との連携－児童相談所・医療機関等 

＊援助方針会議への出席－カンファレンス，生活指導委員会、安全部会 

＊その他－寮職員との打合せ 
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（２）児童のグループワーク 

「自分の気持ちをコントロールできるようになろう」というテーマのもと，いわゆるアン

ガー・マネージメント（怒りのコントロールに係るプログラム）を中心とした心理教育的援

助を行うことで，在園生の感情コントロールを高め，もっていじめをはじめとする対人問題

行動を低減させることを目的として，計８回実施した。 

令和２年度「生活グループワーク／アフタヌーンスマイルグループワーク実施内容一覧表」 

  日程 テーマ 内容 

第１回 令和２年 

８月２４日 

「自分の怒りについて知

ろう」 

・グループの約束 

・アンガーマネジメントの１０原則 

・バス・ペリー攻撃性尺度の記入 

第２回 令和２年 

９月１４日 

「怒りのタイプと怒りの

表現」 

・アンガーマネジメントの１０原則 

・怒りのタイプについて 

・怒りの表現を学ぼう 

第３回 令和２年 

１０月５日 

「攻撃行動の損と得」 ・アンガーマネジメントの１０原則 

・攻撃行動の結果～キレると得する

か損するか 

第４回 令和２年 

１１月１６日 

「怒りの生理的反応と鎮

め方」 

・アンガーマネジメントの１０原則 

・怒りと生理的反応 

・怒りの鎮め方 

 

第５回 令和２年 

１１月３０日 

「思い込みと怒り（１）」 ・アンガーマネジメントの１０原則 

・信念（思い込み）とは 

・自分の信念（思い込み）に気づく 

 

第６回 令和２年 

１２月１４日 

「思い込みと怒り（２）」 ・アンガーマネジメントの１０原則 

・信念（思い込み）とは 

・自分の信念（思い込み）に気づく 
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第７回 令和２年 

１２月２１日 

「怒りが爆発しそうな場

面とコントロール」 

・アンガーマネジメントの１０原則 

・怒りが爆発しそうな場面とコント

ロールする方法 

・怒りをエスカレートさせる行動と

やわらげる行動 

 

第８回 令和３年 

１月２５日 

「ちょうどよい生活スタ

イルを知る」 

・アンガーマネジメントの１０原則 

・ちょうどよい生活スタイルを知る 

・自分の生活スタイルを振り返る 

 

（３）精神科診察 

 医療的支援が必要と思われた場合に、適宜見立てや基本的な対応について医学的な視点から

助言をいただいた。また、対象児童の診察をコーディネートした。 

項 目 現況報告 医学的助言 対象児童の診察 その他 合 計（回） 

件 数 １２ ２１ １３ ２ ４８ 

 

 

９ 家族支援 

（１）事後指導 

退園後については，児童と担当職員との入所期間中に培われた信頼関係に基づき，およそ

１年間を目安に事後指導を行った。児童からの電話による定期連絡での状況把握，家庭訪問

による相談・指導の他，学園へ来所してもらい，職員との面接指導や問題の整理や静養時間

として「ショートステイ」等を行い，自立に向けたサポートを実施した。 

【令和２年度実績】 

退園児童の 

家庭訪問等 

退園生児童の 

関係者会議 

ショートステイ等 合計 

（件） 日帰り １泊２日 ２泊３日 ６泊７日 

２９ ７ ２ ３ ２ ０ ４３ 

 

（２）家族支援 

入園後１ヶ月経過後の家族との面会，３ヶ月経過後の一時帰宅等を通して家族と児童と

の関係調整や再構築を図るとともに，退園後の生活を見据え，家庭訪問やゲストハウスを利

用した親子宿泊訓練等により，家族への養育支援を行ったり，原籍校訪問や就労先訪問，関

係者会議等で地域の受け入れ態勢を整えたりする「家族支援」を実施しており，専属職員が

配置されている。 
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【令和２年度実績】 

入所児童の 

面会 

入所児童の 

帰省 

入所児童の 

家庭訪問等 

入所児童の 

関係者会議 

入所児童の 

原籍校訪問 

合計 

（件） 

４３２ ５３ ６ ５０ ８ ５４９ 

 

 

１０ 給 食 

（１）調理訓練 

 男子寮は，職員と児童が協力して寮内で食事を作る寮炊の定期化を目指し，第２，４土曜

日の夕飯を寮炊の日とした。女子寮は入所児童の特性の変化，入所人数の減少や職員体制

の観点から，例年毎週土曜日の夕飯を寮炊としていたものを，男子寮に習い，毎月第２，

４土曜日の月２回とした。スーパーからの食材購入も含めた買出し寮炊は２ヶ月に一度，

第４土曜日に設定して実施した。 

（２）給食アンケートの実施 

 ２月上旬に入所児童，学園職員，アンケート実施期間中の勤務の嘱託員を対象に実施した。 

（３）出前調理 

 夏休みに実施した。今年度は寮毎に希望を出し，好みの味のパスタを厨房職員と一緒に調

理した。普段あまり接点のない厨房職員と調理や食事をとおして関わり，目の前で作って

いただくことで，できたての物を食べる機会となった。 

（５）行事食 

 ①お花見子ども会（おむすび･豚汁・焼き鳥・桜餅） 

  ＊新型コロナウイルス感染拡大のため実施せず。 

 ②全日本少年野球大会地区大会壮行会（カツカレー） 

  ＊新型コロナウイルス感染拡大で野球大会が中止となり実施せず。 

 ③夏祭り子ども会（かき氷，バーベキュー） 

 ④学園祭での参加者へのおもてなし（児童が収穫したお米での塩おむすび） 

  ＊新型コロナウイルス感染拡大のため実施せず。 

 ⑤クリスマス子ども会（チキン，サラダ，ケーキ，シャンメリー，寿司） 

 ⑥餅つき子ども会 

 ⑦七草がゆ 

 ⑧誕生日リクエストメニュー 

（６）その他 

 ①給食会議は２月に実施した。 

 ②寮炊時の調理負担を少なくする為，メニューの検討を行った。麺類・揚げ物など寮炊で

の調理が厳しいメニューは避ける。調理手順が示された献立を寮炊時に配布すること

などが話し合われた。 
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１１ 防災・避難訓練 

 月１回の避難訓練を実施し，入所児童の防災意識を高めている。 

 

○ 実施状況 

実施日 種別・想定 

令和２年  ４月２２日 火災想定避難訓練 

令和２年  ５月２７日 地震想定避難訓練 

令和２年  ６月１６日 総合防災訓練 

令和２年  ７月２１日 夜間火災想定避難訓練 

令和２年  ８月２８日 夜間地震想定避難訓練 

令和２年  ９月２５日 火災想定避難訓練 

令和２年 １０月１９日 火災想定避難訓練 

令和２年 １１月１８日 夜間火災想定避難訓練 

令和２年 １２月２１日 地震後火災想定避難訓練 

令和３年  １月２５日 火災想定避難訓練 

令和３年  ２月２２日 地震想定避難訓練 

令和３年  ３月１５日 
東日本大震災想定避難訓練及

び，防災学習 

 

   第５ 年間学園行事 

【年間行事】 

 月 行     事 

４月 お花見子ども会（２４日） 

５月 一時帰省（５／１～５／６） 

６月 
安全部会委員説明会（９日） 総合防災訓練（１６日） 全日本少年野球東

北・北海道地区野球大会（＊新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

７月 
自立支援向上委員と児童の面談（６日・７日） 第１回自立支援向上委員説

明会（１４日）野外活動（３０日・３１日） 

８月 夏祭り子ども会（１８日） 一時帰省（８日～１７日） 

９月 FAS カップ（南東北三県スポーツ大会 ＊新型コロナウイルス感染症の影

響により中止） 

１０月 一時帰省（９日～１４日）  
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学園祭（２９日） 

１１月 中国料理調理士会交流会（＊新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

中学部修学旅行（２６日・２７日） 

１２月 クリスマス会（１７日） 餅つき子ども会（２８日） 一時帰省（２８日～

１月５日） 

１月 
一時帰省（１２月２８日～５日） 新春スポーツ大会（１５日） 自立支援

向上委員と児童の面談（２５日・２６日） 

２月 第２回自立支援向上委員説明会（１８日） 卒業証書授与式（２６日） 

３月 一時帰省（２５日～３０日） 合同離任式（２９日） 
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第６ 在園児童の状況 

令和２年度 在籍児童数（各月初日現在） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月平均 

男子児童 13 13 13 12 12 12 13 13 13 12 13 13 12.7 

女子児童 2 2 2 2 2 2 1 1 1 2 2 2 1.8 

計 15 15 15 14 14 14 14 14 14 14 15 15 14.4 

 

令和２年度 在籍年長児童数（各月初日現在）再掲 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月平均 

男子児童 4 4 4 3 2 2 2 2 1 0 0 0 2.0 

女子児童 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

計 4 4 4 3 2 2 2 2 1 0 0 0 2.0 

 

令和２年度 在籍児童措置事由 

 
窃盗 

万引き 

傷害 

暴力 
粗暴 

放火 

火遊び 
薬物等 

家庭内 

暴力 

家出 

徘徊 

施設 

不適応 

不良

交遊 
性非行 

養護

虐待 
その他 計 

男子児童 1 2 0 1 0 6 0 3 0 3 2 1 19 

女子児童 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 3 

計 2 2 0 1 0 6 0 4 0 4 2 1 22 

 

令和２年度 在籍児童家族構成               令和２年度在籍児童入所経路 

 
実父母 実父のみ 実母のみ 

養継父 

実母 

実父 

養継母 
祖父母等 その他 計 

 

 児相 家裁 計 

男子児童 5 0 11 2 0 0 1 19 男子 18 1 19 

女子児童 1 0 2 0 0 0 0 3 女子 3 0 3 

計 6 0 13 2 0 0 1 22 計 21 1 22 

 

令和２年度 発達障害（疑い含む）等，被虐待児童数 

診断名 在籍児童数 知的障害 広汎性発達障害 ADHD LD 自閉症スペクトラム 情緒/行為障害等 被虐待 

男子児童 19 4 2 9 1 7 4 9 

女子児童 3 0 0 0 0 0 0 1 

計 22 4 2 9 1 7 4 10 

 

令和２年度 被虐待児童数 内訳 

診断名 在籍児童数 被虐待 身体的 心理的 ネグレクト 性的 

男子児童 19 9 9 0 0 0 

女子児童 3 1 1 0 0 0 

計 22 10 10 0 0 0 
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令和２年度 月別入所児童数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

男子児童 0 0 0 1 0 1 2 1 0 1 0 0 6 

女子児童 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

計 0 0 0 1 0 1 2 1 1 1 0 0 7 

 

令和２年度 入所児童措置事由 

 
窃盗 

万引き 

傷害 

暴力 
粗暴 

放火 

火遊び 
薬物等 

家庭内 

暴力 

家出 

徘徊 

施設 

不適応 

不良

交遊 
性非行 

養護

虐待 
その他 計 

男子児童 0 1 0 0 0 1 0 0 0 3 1 0 6 

女子児童 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0   1 

計 0 1 0 0 0 1 0 0 0  4 1 0 7 

 

令和２年度 入所児童家族構成                     令和２年度入所児童入所経路 

 
実父母 実父のみ 実母のみ 

養継父 

実母 

実父 

養継母 
祖父母等 その他 計 

 

 児相 家裁 計 

男子児童 2 0 4 0 0 0 0 6 男子 5 1 6 

女子児童 0 0 1 0 0 0 0 1 女子 1 0 1 

計 2 0 5 0 0 0 0 7 計 6 1 7 

 

令和２年度 月別退所児童数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

男子児童 0 0 1 1 0 0 2 1 1 0 0 3 9 

女子児童 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 

計 0 0 1 1 0 1 2 1 1 0 0 4 11 

 

令和２年度 退所児童退所先 

月 家庭復帰 就職 措置変更 自立支援未達成 
計 

 復学 進学 就職 住み込み グループホーム等 児童養護 情短 里親等 国立 家裁 強制引取り その他 

男子児童 3 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 9 

女子児童 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

計 5 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 11 

 

令和２年度 退所児童平均在園期間 

 人数 平均在園期間（か月） 

男子児童 9 18 

女子児童 2 9 

計 11 16.4 
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第７ 苦情・要望処理制度 

 

児童またはその保護者等からの苦情，要望，異議申立，意見表明については，その機会

を保障し，迅速かつ適切に対応するため，受付窓口を設置するなど必要な措置を講じてい

る。体制は苦情解決責任者を園長とし，指導班長が受付窓口となっている。 

学園における運営及び児童支援の第三者監視機関として自立支援向上委員を２名（弁

護士，主任児童委員）置き，児童・保護者の希望があれば，自立支援向上員が苦情要望に

ついて対応している。 

 

１ 苦情・要望処理について 

【月別苦情要望件数】 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

苦情処理件数 ４ ２ ４ １ ３ １ ３ ３ １ ０ ２ ２ ２８ 

自立支援向上委

員との面接 
０ １ ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ４ 

 

 

【苦情内訳】 

職員に対する 

苦情・要望等 

児童に対する 

苦情・要望等 

その他の苦情・要望

等 
合計（件） 

１２ ８ ８ ２８ 

 

２ 自立支援向上委員説明会 

 半期ごとに学園における児童処遇の概要について自立支援向上委員に説明会を行った。

（実施状況 ７月，２月） 

 

３ 自立支援向上委員と児童との面接 

 自立支援向上委員は，入所児童の特性等を理解し児童福祉に精通した者とし，公平中立を

旨とし，児童の立場から学園に対し，意見を勧告するものとしている。これまで年１回実施

していたが，児童の意見表明機会の充実を図るため，本年度から年２回実施した。 

実施状況 ７月，１月（広瀬寮２回，青葉寮２回，すみれ寮２回） 
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第８ いじめアンケート 

 

 児童がいじめや暴力なく安心安全に生活できる空間を確保するための一つの手段として，

２か月に一度，全児童についていじめ悩み要望アンケートを実施した。アンケートシートに

基づき，各担当職員（寮長）が児童と面接を行い，園内で内容について検討対処している。 

実施状況 ４回（５月，８月，１月，３月） 

 

 

第９ 個別指導 

 

１ 個別指導について 

  児童が逸脱した行動やルール違反，問題行動を繰り返すなど学園に適応ができず，著し

く児童集団の維持に困難をきたす恐れがある場合，および，懲戒処分により，集団から離

しての指導や内省が必要とされる場合に当該児童を個別に指導するもの。また，節目の時

期に定期的に自分の課題と改めて向き合うために行うことがある。個別指導では，児童の

内省を深めることと他児からの刺激から当該児童を保護するために，通常日課から外れ，

権利の制限を伴うことがある。 

【個別指導実施状況内訳】                        （件） 

児童間

暴力 

対職員 

暴力 

粗暴 

行為 

規律 

違反 

無断 

外出 

万引き 

窃盗 

薬物 

使用 

たばこ 

喫煙 

器物 

破損 

性非行 

分教室

不適応 

いじめ その他 総数 

1 7 7 2 3 0 0 0 0 0 0 1 8 29 

 

２ 懲戒処分 

児童への懲戒は，学園管理運営要綱により設置された生活指導委員会の協議により，決

定されるものであり，一定期間の外出禁止を伴うものである。児童を正しい方向に向かわ

せる手段として行うものであり，児童もそのことにより，内省を深めけじめをつけ，早期

に児童集団に復帰するきっかけとしている。 

【懲戒処分内訳】                            （件） 

対児童間暴力 対職員暴力 粗暴行為 無断外出 万引き・窃盗 器物破損 その他 総 数 

0 1 0 0 0 0 0 1 
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第１０ 各会議等 

 

１ 定例職員会議 

   月１回の定例職員会議を実施し，園長等からの指示伝達事項，行事の確認，園全体の指

導上留意する点等を話し合い，共通認識を深めた。 

 

 ２ 合同職員会議 

   月１回実施し，分教室と学園の情報・意見交換，学園と分教室で指導上留意する点等を

話し合い，共通認識を深めた。 

 

 ３ 合同運営委員会／定例生活指導委員会 

   分教室と学園の情報・行事等を確認し，円滑な学園の運営が図れるようにすることや自

立支援プログラム策定及び改定に関すること，児童の福祉のために必要な措置の審議，児

童の問題行動の事実確認及び処遇並びに内省等の援助方針の検討，児童の生活不適応に

対する援助方針の立案，児童処遇の点検・評価等を行うことを目的に月１回開催している。

その他，第三者評価に対応するための自主評価，事例研究等を行い，分教室と学園の課題

について確認した。 

 

 ４ 臨時生活指導委員会 

   児童の問題行動，生活不適応等への対応を検討するほか，児童の処遇に関する検討を行

うために適宜対応している。 

   １７件の臨時生活指導委員会を開催し児童の処遇について検討した。 

 

５ 生活指導委員会応援会議 

児童の援助方針の成果の確認及び生活適応児童に対する応援を行うことで，児童に自

信を持たせ，更なる生活の向上を図った。 

応援会議実施件数 １件 

 

６ 生活指導委員会安全部会 

（１）安全部会 

  入所児童が相互に安心し，安全に学園生活が送ることができるよう児童の生活全般

にわたって学園に指導，助言を行うため生活指導委員会に外部委員を含む安全部会を

置いている。 

  安全部会は，特に入所児童間の暴力など学園内の身体的暴力行為等について学園の

調査結果を審査し，生活指導委員会に対し必要な対応等について助言を行っている。 
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（２）令和２年度実績 

年に１回（６月９日）定例の説明会を実施した。また，児童の暴力案件により，安全部

会を１回招集した。（令和３年２月９日） 

 

（３）安全部会委員 

①外部委員３名 学識経験者，仙台市児童相談所 SV，県中央児童相談所 SV 

②内部委員２名 副園長（学園） 分教室教頭 

 

 

第１１ 職員研修・施設見学等 

 

１ 職員研修実施状況 

（１）外部研修 

①地区児協職員研修 福島県（指導班１名）１１月 

②地区児協専門部会心理部門 岩手県（指導班１名）１２月 

③全児協職員研修  ＊新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

④武蔵野学院研修   新任施設長職員研修（園長）９月 １２月 

スーパーバイザー研修（指導班１名）７月 

⑤新型コロナウイルス感染症対策講習（指導班２名） ５月 

⑥宮城県及び仙台市児童相談所一時保護所合同研修 ７月 １１月 １２月 

 （計６回） （指導班 延べ１１名） 

⑦発達障害他職種セミナー（指導班１名） 

⑧家族再統合に関する実務研修会 （指導班３名）８月 

⑨新型コロナウイルス感染症対策 web 研修（指導班２名）１１月 

⑩児童心理司育成及び専門性向上のための研修会（指導班１名）２月 

⑪対人援助機関職員研修（指導班３名）１２月 

⑫子どもアドボカシー講演会（指導班１名）３月 

 

（２）内部研修 

学園職員の技術支援を目的として，研修係が園内研修を企画し，下記のとおり実施し

た。 

ア 新任・転入職員研修 

令和２年度にさわらび学園に赴任した職員を対象として，以下の通り研修を実施し

た。 

年月 テーマ 

令和２年３月 転入者オリエンテーション 
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４月 新任・転入職員研修 

ペアレントトレーニング 

５月 新任・転入職員グループワーク 

ペアレントトレーニング 

９月 ペアレントトレーニング 

イ スキルアップ研修（研修 DVD 視聴） 

さわらび学園での勤務経験が短い職員を対象として，子どもの虹情報研修センター

の研修 DVD を活用した職員研修を実施した。概ね２か月に１回の頻度で，全５回実施

した。 

年月 研修 DVD タイトル・講師 

令和２年５月 子どもの成長・発達と生育環境（1h24m） 

－平成３０年度義務研修講師等養成研修（平成３０年５月実施）－ 

さいたま子どものこころクリニック院長  星野 崇啓 氏 

７月 施設内の性問題の防止（1h35m） 

－平成２８年度 児童相談所・児童福祉施設職員合同研修－ 

さいたま子どものこころクリニック院長  星野 崇啓 氏 

９月 支援における感情のゆらぎ（1h29m） 

－2019 年度 児童養護施設職員指導者研修（2019 年 9 月実施）－ 

京都文教大学教授  川畑 直人 氏 

１１月 愛着と施設生活の役割～自分らしく生きるために～（1h38m） 

－2016 年度 児童心理治療施設（情短）職員指導者研修－ 

NPO ライフ・ステージサポートみえ理事長  西田 寿美 氏 

令和３年１月 虐待の世代間伝達について（1h49m） 

－2016 年度 母子生活支援施設職員指導者研修－ 

九州大学病院子どものこころの診療部講師  山下 洋 氏 

ウ 全体職員研修 

全職員を対象として，外部講師を招聘して職員研修を実施した。 

なお，年度当初はほぼ毎月の実施を予定していたが，新型コロナウィルス感染拡大

の影響で外部講師の招聘を休止した期間があり，全５回の実施に止まった。 

年月 研修内容・講師 

令和２年９月 講話「少年鑑別所の役割」 

仙台少年鑑別所地域非行防止調整官 内山博之 氏 

１０月 事例検討会 

仙台少年鑑別所 内山博之氏ほか２名 

１１月 講話・演習「ストレスマネジメント」 

リセット®セラピスト 葉月貴子氏，木村千鶴子氏 
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１２月 講話「発達障害の基礎知識・対応について」 

子ども総合センター発達障害者支援班 佐藤寛記氏 

令和３年１月 講話「被措置児童に対する施設内虐待について」 

荒総合法律事務所弁護士 金子享平 氏 

エ ミニ講座 

毎月の定例職員会議において，学園心理士によるミニ講座を実施した。 

年月 テーマ 

令和２年４月 ― 

５月 一般的な心理職の役割について 

６月 心理療法について 

７月 子どもが話すことの意味，大人が聞くことの意味 

８月 生物―心理―社会モデル 

９月 コグトレ 

１０月 心の状態に関するアンケート 

１１月 トラウマについて 

１２月 ― 

令和３年１月 発達水準の把握について 

２月 自殺予防について 

３月 発達水準の把握について② 

オ その他 

会計年度任用職員（宿直業務嘱託員）を対象として，勉強会を実施した。 

 

２ 施設見学・研修受け入れ状況 

＊新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から，見学者等の受け入れは中止した。 

 

 

第１２ ボランティア関係 

 

【令和２年度】 

NO 団体名等 内容等 時期 

１ 東北アイスクリーム協会 様 

（江崎グリコ株式会社  様） 

アイスクリーム寄贈 ５月 

２ 第７０回社会を明るくする運動宮城

県推進委員会 様 

図書券寄贈 ５月 

３ 仙台パイロットクラブ 様 膝掛け寄贈 １２月 

４ 宮城県社会福祉協議会 様 自立を祝う会（記念 ２月 
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品・食事会） 

５ オオモリ 様 図書券・レターセッ

ト類寄贈 

４・８月 

６ ミウラ 様 巾着入りお菓子寄贈 １２月 

７ イロカワ 様 かりんとう寄贈 ５月 

 ８ カザマ 様 お菓子寄贈 ２月 

 ９ 匿名の方 お菓子寄贈 ５・９・１２・２月 

 

 

第１３ 実習生 

 

令和２年度の実習生の受け入れについては下記のとおりであり，計１２名を受け入れた。 

 

実習種別 学校名等 実習期間 人数 

保育 聖和学園短期大学 令和２年 ８月３１日から 

令和２年 ９月１１日まで 

 

女性２名 

心理 

 

尚絅学院大学大学院 令和２年 ８月３１日から 

令和２年 ９月１２日まで 

男性１名 

保育 仙台こども専門学校 令和２年 ９月２８日から 

令和２年１０月 ９日まで 

男性１名 

女性１名 

保育 仙台大学 令和２年１１月２４日から 

令和２年１２月 ７日まで 

男性１名 

女性１名 

心理 尚絅学院大学大学院 令和２年１１月２４日から 

令和２年１２月 ６日まで 

男性１名 

保育 仙台青葉学院短期大学 令和２年１２月１４日から 

令和２年１２月２５日まで 

 

女性１名 

保育 尚絅学院短期大学 令和３年 ２月 ４日から 

令和３年 ２月１８日まで 

 

女性３名 
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学 園 歌 

 

                               作詞 小倉 博 

     作曲 海鋒 義美   

 

空に つらなる 大洋の           山河ようやく 暮れゆけば 

 

果てより昇る ひの光り           今日のひとひを かえりみて 

 

あまねくあふる 学園の           恨みもあらず 悔いもまた 

 

あしたの目覚め さわやかに         残らずさらに おおしくも 

 

わかき思いを 胸にして           たかき理想に 憧がるる 

 

文をひもとき 道をきく           わが学園の わかき友 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度事業概要 

       

      令和３年８月発行 

      編集・発行 宮城県さわらび学園 

            宮城県仙台市太白区旗立二丁目４番１号 

        電 話 番 号 ０２２（２４５）０３３３ 

        ファックス ０２２（２４５）０５１５ 

        E-mail  sawarb@pref.miyagi.jp 

         http://   www.pref.miyagi.jp/soshiki/sawarabi/ 

 

mailto:sawarb@pref.miyagi.jp
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sawarabi/

